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GM通信　2025年度残すところ後1ヵ月となりました
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　先日今年度３回目の有明校、世田谷校合同のプログラミング発表会を行いました。過去２回と比較
しても大変レベルの高い発表会となりました。私の想像以上の進歩を見せてくれています。プログラミ
ングの技術的なところはもちろん、創意工夫を凝らした内容面を見ても面白い作品が多かったように
感じます。今回はひとつのゲームをひとつのパソコン上で２人でプレーするという作品が初めて登場し
ました。しかも２点も。世田谷校の方は２人で１つの作品をつくりました。2人で協力して作り上げて
いくという作業も素晴らしいですね。有明校では同様のゲームを女の子1人で完成させました。こちら
も非常に完成度の高い作品に仕上がっていました。
　今回は世田谷校の英語の先生にも協力してもらい、それぞれの作品について子供たちに対して英語
で質問をしてもらいました。ほぼ全ての児童が質問の内容を理解し、的確に返答できていました。英
語力、特にヒアリング力が着実に向上していることも保護者の皆さんに分かっていただけたのではな
いかと思います。
　話は変わります。先般衆議院議員選挙が行われました。今回の選挙ほどメディアのあり方やその影
響力がクローズアップされたことはなかったのではないでしょうか。若者が新聞やテレビから離れて
いるということが言われてから久しいですが、これほどまでにSNSの影響力が大きいことに本当に驚
きました。そしてSNSの投稿内容が少なからず有権者の投票行動に影響を及ぼすことが証明された選
挙だったと後に語られる選挙戦になったのだと思います。候補者や有識者が新聞やメディアに自分の
主張を発信するとSNS上にそれに対する賛成意見や反対意見がすぐに掲載される。映像系のメディアは
もちろん新聞や雑誌などについては文字メディアでも掲載され、どんどん拡散していく。これは一見
すると非常に便利なことです。ただ注意しなければいけないのは映像にしろ文章にしろその全てが掲
載されていないケースがあるということです。いわゆる切り取り記事というものですね。私もJリーグ
や東京ヴェルディにいた時に何度かこの「切り抜き」をされた経験があります。切り抜き方によっては
私が意図していたことと全く別の方向に議論が進んでしまうこともあります。それについて反論しても
メディアはなかなか訂正してくれません。これと同様のことが今回の選挙の最中にもたくさんあったと
いうことは容易に想像できます。それでも良かったなと思えるのは新聞やテレビが切り抜きをしてもそ
れが偏向報道だと分かるとすぐにＳＮＳ上で反論がなされるということです。同時に怖いなと感じる
のは何年も前に話したことでもネット上には残っているということです。今回の選挙でも候補者が過
去と異なる主張をしていると分かるとあっという間にそれが拡散されていくという事実です。政治家
でなくても一貫性がないことは信頼を損なうことにつながると理解することが重要ですね。
　今回の選挙で良かったなと思うのは、選挙が終わってしまえば国民はもう関係なくて、政局だけ考
えればいいという従来の考え方が通用しなくなったということです。国民と約束した公約が実現しな
い原因まで白日の下にさらされる世の中になったということです。高市総理がＳＮＳ上で直接国民に
語り掛けることが多くなったのは必然ですね。トランプ大統領も然りです。



SCHEDULE

　既存メディアへのチェック機能が働き始めたことも良かったですね。新聞記者の書いた記事やテレビ番

組のディレクターの番組の作り方に偏向的な兆候が見られた時には多くの目が見ているとメディアサイド

も理解したはずです。これはメディアにとっても国民にとっても良かったのではないかと思います。

　子供たちにはこの「切り抜き」について世田谷校で話す機会がありました。併せてイデオロギーの話も

少ししました。以前、なぜ中国が台湾を重視するのかという地政学的な話もしました。これらのことは繰

り返し彼らに問いかけたいと思います。今は理解できなくてもいつか分かる時が来ると思います。

　多くの情報が容易に手に入ることは子供たちにとって素晴らしいことです。私たちの世代にとっては羨

ましい限りです。しかしその多くの情報の中にはどれだけのウソがあるのか、それは「切り取り方」しだ

いで違う結論になるのではないか等々考えなければならないことが増えていくことも意味します。ここで

大きな間違いをしないようにするには、自分なりの考え方、もっと言うと生き方を整理する必要がありま

す。自分にとって大切なことは何なのかとか、それが周りからはどう見えるのかとか。自分と自分の人生

に思考をめぐらす時の芯なり軸がないと情報に振り回されることになってしまいます。子供たちには辛抱

強く問いかけたいと思います。

　最後になりますが、この４月から世田谷校に入学する児童のある保護者が世田谷区教育委員会の方と話

をしてダブルスクールについて認めてもらったそうです。まだ条件付きではあるようですが大きな一歩だと

思います。行政によってこれほど見解が異なるというのは全くもって子供ファーストではないですから。

　今回はこのくらいにします。

【世田谷校】3月の主な予定 【有明校】3月の主な予定
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随時、見学・体験を受け付けております。
お気軽にお問合わせ下さい

TEL:03-5942-1830

自然科学
かみひこうきをつくろう

世界記録のかみ飛行機・紙飛行機を飛ばそう

紙飛行機をより飛ばすための条件そして、左

右対称・重心がまんなかより少し前を注意し

ながら作ります。

また、紙の大きさや硬さや重さによっても変

わってきます。いろいろな紙で試してみまし

ょう。

いちばん飛ぶ紙飛行機を考えながら飛ばしま

しょう。

農業実習
2月初旬の畑は、見た目の変化が少なく、

静かな時間が流れる季節となりますが、

この日は、これまで育ててきた畑の時間をいったん閉じ、

春からの新しい畑へつなぐ

「切り替えの一日」として体験を行いました。

上級生はこれまでの記録を振り返り、表表紙に一言を残したうえで、

じゃがいもの植え付けを行いました。

1年生は、これまで育ててきた野菜を見ながら、

スティックセニョールの収穫と観察を中心に体験を進めました。

午後は、合同でこれまでの体験を振り返り、

今後につながる話をした後、

芽キャベツやスティックセニョールの試食を行い、

畑で育てたものを味覚でも確かめる時間としました。

バディグローバルスクールHP
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